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概要概要概要概要概要
最近の天然染料による染色への取り組みは、

エコロジーへの関心の高まりと相まって、簡単
には見過ごし難い分野のようになってきまし
た。
主にセルロース系繊維改質に利用されるカチ

オン化剤前処理を適用して、媒染型天然染料で
ある西洋茜の木綿染め濃染化を図り、その被染
物の色彩性と染色堅牢度をカチオン化剤未処理
と比較検討しました。媒染には、一般的な金属
塩媒染剤であるカリ明礬を用いました。
媒染型天然染料による木綿染めでは、色素と

素材の組み合わせによる染色性が一般に良くな
く、色濃度を効率的に上げる手法として、例え
ば呉汁下地という濃染化前処理を施すのが常法
です。

大豆などが使用される呉汁下地は、本染めの
色素の染着を助長する方法であり、カチオン化
剤前処理技法は、染色効率性の優れた、いわば
現代版呉汁下地に相当します。
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解説解説解説解説解説
西洋茜は、その主色素種がアリザリン（非タ

ンニン類）として著名で、綿との組み合わせに
よる染色性は、諸説あるようですが、ごく普通
の媒染染色では特段に良いわけではないように
思われます。色素化合物としては、同じく茜と
称される他のタイプの染料植物に比べて、かな
りの単一性と見られ、基本的検討に適したもの
です。
図１にアリザリンと媒染剤のアルミニウムイ

オンとの錯体を示しており、配位結合説から、
アリザリン1分子に対してアルミニウム1/3原
子を配した構造と考えられています。媒染によ
り、両者の錯体形成（ここでは、アリザリンが
キレートする金属レーキ生成）が起こり、水不
溶性化（先媒染や繰り返し媒染等もあり、染着
を助長する効果が考えられるが、少なくとも、
ここでは固着効果があります）を呈します。ま
た、金属イオンと錯化する有機化合物（色素）と
の相互作用により、色変わりを伴う発色の効果
も顕れます。このような構造結合により媒染染
色が行われます。
素材試料には、木綿のJIS染色堅牢度試験用

添付白布を用いました。図２にカチオン化工

程、図３に本染－媒染（後媒染）の工程を示し
ます。図３では、アリザリンの色素としての耐
熱性から、色合いに配慮して、調温は80℃前後
を目安としています。
カチオン化剤未処理と処理済の両方におい

て、西洋茜媒染染色の綿布について、CIE標準
表色系(XYZ表色系)の測色結果を表１に、染色
堅牢度試験結果を耐光、耐洗濯、耐摩擦で表２
に示します。媒染剤により、優劣が生じる媒染
効果（色変わりを伴う発色と固着）がみられま
す。
天然物染色は、特徴的に微妙な色彩挙動を呈

しますが、特定モードによる反射法を採用した
光学的測定（測色）を行うと、微妙な色彩の違
いを定量的に把握できます。表１に、バンクの
反射率、Ｌ*､ａ*､ｂ*､マンセルHV/Cを表記して
います。(100-L*)値が、無媒染とカリ生明礬媒染
ともに、約1.5倍で、濃染効果が明白です。一
方、消費性能的評価の染色堅牢度試験では、高
堅牢性はあまり望めないという結果になりまし
た。
今後、各種天然染料における、濃染化及び染

色堅牢度の向上を踏まえた、染色加工技術の開
発が必要と考えています。
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